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ま　と　め	
u 地域コミュニティの単位としてふさわしい地域の範囲（広さ）として、校下（小学校区）を選択する人が減少し
て、町会を選択する人が増えている（９年前調査との比較）。金沢市では小学校区の単位がコミュニティ単
位となって強固な校下意識を形成してきたと評価されてきたが、市民の意識が確実に変化している。	

u 市民と行政との関係は、市民の自主性の尊重と行政の間接的な支援を75％の人が選択した。	
u  コミュニティ活動についての意見は、性別によって統計的に有意な差がある。例示した研究結果④のよう
に、「町会長や他の重要な役職にもっと女性がつくべきだ」という意見への回答は、女性に否定的な傾向が
強い。地縁組織における性別役割分業を考えるうえで興味深い結果となっている。今後、女性が地域リー
ダーの役割を担える条件についてさらに検討が必要である。	
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